
「学校における業務改善」

効果が期待される取組
業務改善をテーマとした校内研修を通して，全職員で取り組む「１Action」と個人で取

り組む「１Try」を設定し，１Tryをまとめ視覚化し１Tryの共有化を図った。

実施前の課題 実施後の成果
・ 研修を通して１Actionを決

・ 業務改善に対する意識が 定することで職員の取り組
低い。（意識改革の必要性） む姿勢が向上した。

・ １Tryの視覚化により，互
・ 業務改善に関する課題の いの１Tryの活用ができた。
明確化が必要である。 ・ 校内衛生委員会と連携し

業務改善の取組に関する意
・ 客観的に業務改善を指摘 見や改善策を協議し反映し
する場が必要である。 た。
（校内衛生委員会の活用） ・ 業務改善アクションプラ

ン一覧表で個人評価するこ
・ 業務改善に関する職員の とで，達成度が視覚化され
達成感や充足感が低い。 意識の向上につながった。

〇 校内研修と校内衛生委員会が連携し，PDCAを踏まえた業務改善推進の取組
【校内研修】
１ 四つの視点（県の四つの重点取組）により業務上の問題点を洗い出し，課題とし
て共有する。
２ 職員をグループに分け，問題点を分類し一覧表にまとめ，改善点を協議する。
（「いつ，どこで，だれが，どのように」を決定し実施計画の策定）
３ 達成度を個人で評価し，視覚化し達成度を共有化する。

４ 一覧表から全職員で取り組むことのできる１Actionを決定
する。（月に一度，完全定時退校日を行うことにする。）
５ １Actionから１Tryを作成し，一覧にして共有化する。

【校内衛生委員会】
１ 勤務実態調査の平均時間の集計より退校時間等の適正化について協議する。
２ 研修で洗い出した課題について検討し，職員会議に提案する。

今後の課題，計画
○ 個人によって，業務改善への取組や意識の差がある。
○ 個人の取組や業務改善の達成度をより明確化することで，各々が主体的に業務改善に
取り組み，意識の向上を図る。

四つの視点

課題に対する
改善点

個人で評価を行い業
務改善の進捗状況を
視覚化し達成感の向
上につなげる。


